
 

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 東洋英和女学院大学 
設置者名 学校法人東洋英和女学院 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

人間社会学部 

総合心理学科 
夜 ・

通信 
0 6 8 14 13  

子ども教育学科 
夜 ・

通信 
0 8 6 14 13  

国際学科 
夜 ・

通信 
0 0 14 14 13  

人間科学部 

人間科学科 

心理科学専攻 

夜 ・

通信 
0 0 14 14 13  

人間科学科 

教育・人間学専攻 

夜 ・

通信 
4 0 10 14 13  

保育子ども学科 
夜 ・

通信 
0 0 14 14 13  

国際社会学部 

国際社会学科 
夜 ・

通信 
0 0 14 14 13  

国際コミュニケ

ーション学科 

夜 ・

通信 
0 0 14 14 13  

（備考）人間社会学部（令和 8 年度開始）については、1 年次配当科目のみ計上した。 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
https://www.toyoeiwa.ac.jp/daigaku/about/jyoho/10.html 

https://www.toyoeiwa.ac.jp/daigaku/about/jyoho/data/jitsumuka_kamoku.pdf 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 
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様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 東洋英和女学院大学 
設置者名 学校法人東洋英和女学院 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
学院ホームページの学院概要、情報公開頁に学校法人東洋英和女学院基本情報として 

掲載 https://www.toyoeiwa.ac.jp/gakuin/disclosure 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 元同窓会会長 

２年 
（2025年 6月 27

日の定時評議員

会終結時～2027

年度の定時評議

員会終結時） 

理事 

非常勤 大学教育職員 

２年 
（2025年 6月 27

日の定時評議員

会終結時～2027

年度の定時評議

員会終結時） 

理事 

（備考）2026 年 4月 1日現在。  
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 東洋英和女学院大学 

設置者名 学校法人東洋英和女学院 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

前年度 12 月を目処に教務部長名で各科目担当教員へシラバスの登録について依頼

文及び登録上の注意事項、マニュアルを添付し配付している。各教員は一定期間内に

インターネット上に準備された環境よりシラバスの入力を実施し、入力完了後、教務

系職員にて記載内容の確認を行い、3 月中旬を目処に「e-pass」と呼ばれる大学のポ

ータルサイトより公開している。シラバスは在学生のみならず、学外者も閲覧が可能

である。 

授業計画書の公表方法 「e-pass」URL https://unipa.toyoeiwa.ac.jp 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

シラバスにて公開されている各科目の「到達目標（この授業を通して、学

生がどのような知識・能力を習得できるか）」・「成績評価の方法・基準（到

達目標に対する達成度をどのように測るのか）」に従い評価を行う。評価に

ついては、個々の担当教員の裁量に依存しないよう、教務委員会にて検討

されたガイドラインを遵守し評価を行うよう求めている。また、毎年、前

期終了時、後期終了時には修得単位数が一定の基準に達していない学生を

対象に面談を実施、学修意欲や修学上の問題など個別に対応を行っている。 
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３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

成績評価および GPA 制度 

成績は、試験、レポート、出席状況その他を総合評価し、以下のように表示する。 

GPA 制度は、学生の学びの理解度・達成度を把握するとともに、学習意欲を高めるこ

とを目的として導入している。 

GPA 値は、履修科目の単位数に評価に応じたグレードポイントを掛け、その合計を履

修登録単位数の合計で割って算出する。 

 

表示 点数 グレードポイント 

AA 秀 100～90 4 

A 優 89～80 3 

B 良 79～70 2 

C 可 69～60 1 

F 不可* 
59～0 0 

Z 放棄* 

 

＊「不可」は試験を受験したが、合格点に達さなかった場合。「放棄」は欠席過多等に

より試験の受験要件を満たしていなかった場合、あるいは自ら試験を受験しなかった

場合。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.toyoeiwa.ac.jp/daigaku/department/gpa.html 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
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（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

【ディプロマポリシー】 

＜人間科学部＞ 

○人間科学科 

人間科学科は、「人間」に対する科学的で実践的な教養の力に基づいて社会に参加し、

創造的に活動する人物を育成します。特に、自己理解と多様な他者の理解に基づく協

働的なコミュニケーションができる人間形成を重視します。そのうえで、社会の多様

な分野で先駆的に活躍・貢献する意欲・能力を併せ持つ人物に学位を授与します。 

 

○保育子ども学科 

保育子ども学科では、未来の社会を担う子どもたちのより良い育ちを保障する保育・

教育について多面的に考える能力を持ち、子どもの育ちを支える保育者として、深い

子ども理解と確かな実践力を持って社会に貢献する人物に学位を授与します。 

 

＜国際社会学部＞ 

○国際社会学科 

国際社会学科は、現代社会に関する幅広い教養と豊かな現実感覚（国際性）を備え、

社会科学のさまざまな専門知識を駆使して現代社会の諸問題の解決に取り組み、人々

の幸福や発展に寄与できる人物を育成します。世界のなかでの自らの役割と可能性を

常に意識しながら、新しい時代の創造に向けて、主体的に行動することができる人物

に学位を授与します。  

 

○国際コミュニケーション学科 

国際コミュニケーション学科は、世界と日本に関する幅広い知識と高度な外国語運用

能力を身につけて、異なる価値観や習慣を持つ人々が、協調しながら暮らせる多文化

共生社会に積極的に関与できる人材を育成します。そのために、グローバル・スタデ

ィーズ、国際日本研究、異文化理解、英語関連の４領域を専門の柱に置き、それらを

バランスよく学ぶことを教育の目標とします。また、日本および国際社会の一員とし

て、他者を思いやり、社会のために正しい行動を取ることができる人物を育成します。

これらの目標を満たし、具体的資質を身につけた人物に対し学位を授与します。 

 

＜人間社会学部＞ 

○総合心理学科 

総合心理学科は、人間の心理に対する科学的で実践的な専門知識・技術の力に基づい

て社会に参加し、創造的に活動する人を育てます。特に、自己理解と多様な他者の理

解に基づく協働的なコミュニケーションができる人間形成を重視します。そのうえ

で、社会の多様な分野で活躍・貢献する意欲・能力を併せ持つ人に学位を授与します。 

 

○子ども教育学科 

子ども教育学科では、未来の社会を担う子どもたちのより良い育ちを保障する保育・

教育について多面的に考える能力を持ち、乳幼児の育ちを基礎とした将来的な子ども

の育ちを支える専門性を有し、深い子ども理解と確かな実践力を持って社会に貢献す

る人に学位を授与します。 

 

○国際学科 

国際学科は、多様化する国際社会の構造と実態を理解するとともに、さまざまなバッ

クグラウンドを持つ人々との共生と協働を念頭に、誰一人取り残さない社会を築くた

めに主体的に行動できる人を育成します。日本および国際社会の一員として、他者を

思いやり、多様な価値観や習慣を持つ人々との共生社会の創造に向けて、主体的に行
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動を取ることができる人に学位を授与します。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.toyoeiwa.ac.jp/daigaku/about/housin/ 
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様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 東洋英和女学院大学 

設置者名 学校法人東洋英和女学院 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.toyoeiwa.ac.jp/gakuin/disclosure/ 
収支計算書又は損益計算書 https://www.toyoeiwa.ac.jp/gakuin/disclosure/ 
財産目録 https://www.toyoeiwa.ac.jp/gakuin/disclosure/ 
事業報告書 https://www.toyoeiwa.ac.jp/gakuin/disclosure/ 
監事による監査報告（書） https://www.toyoeiwa.ac.jp/gakuin/disclosure/ 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.toyoeiwa.ac.jp/daigaku/about/jyoho/12.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 
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（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1 項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 人間科学部、国際社会学部、人間社会学部 

教育研究上の目的 公表方法：https://www.toyoeiwa.ac.jp/daigaku/department/ 

（概要） 

＜人間科学部＞ 

人間科学部は、人間の誕生から成長・発達期を経て、成人期さらにその後までを時間軸と

空間軸を超えて深く理解します。この学びは自分自身を見つめ直し、他者を知ることにも

つながります。人の心や体のあり様や行動には多くの要因が影響していますから、心理・ 

教育・歴史・文化・哲学・芸術といった多様な分野の学修によって基礎を作ります。その

上に 教育・保育・心理の専門的な理論と実際の学修を積み重ねます。本学部では、深い人

間理解に基づいた判断力と行動力のある女性の育成を目指しています。 

＜国際社会学部＞ 

国際社会学部は、私たちの生活は至るところで国際社会の動向と結びついています。グロ

ーバル化が進み、国境の敷居も以前より低くなり、世界中を人・物・資金・情報が行き交

う時代です。本学部での学びは、そうした複雑な国際社会の実態を把握するところからは

じまります。少人数制の多様な授業、海外研修や留学プログラムを通じて、国際的コミュ

ニケーション手段である英語力に磨きをかけ、さまざまな地域や国の実情を理解し、その

ような国際社会を駆け巡ることができる人材の育成を目指しています。 

＜人間社会学部＞ 

人間社会学部は、人々や社会、自然のために、人間と世界を深く理解してより良い未来を

構想し、行動する人を育てることを目的としています。これを実現するために、キリスト

教に立脚したリベラルアーツ教育を学部全体で実施し、哲学、芸術、科学を含んだ幅広い

視野と多様な視角を獲得、それを基盤にそれぞれの専門性を深めていきます。同時に主体

的に行動すること、現場に関わっていくことを学部教育全般にわたって身につけ、卒業後

も学び、行動し続けるための基礎の確立を目指します。 

卒業又は修了の認定に関する方針 公表方法： 

https://www.toyoeiwa.ac.jp/daigaku/about/housin/ 

（概要） 

＜人間科学部＞ 

○人間科学科 

人間科学科は、「人間」に対する科学的で実践的な教養の力に基づいて社会に参加し、創

造的に活動する人物を育成します。特に、自己理解と多様な他者の理解に基づく協働的な

コミュニケーションができる人間形成を重視します。そのうえで、社会の多様な分野で先

駆的に活躍・貢献する意欲・能力を併せ持つ人物に学位を授与します。 

 

○保育子ども学科 

保育子ども学科では、未来の社会を担う子どもたちのより良い育ちを保障する保育・教育

について多面的に考える能力を持ち、子どもの育ちを支える保育者として、深い子ども理

解と確かな実践力を持って社会に貢献する人物に学位を授与します。 

 

＜国際社会学部＞ 

○国際社会学科 

国際社会学科は、現代社会に関する幅広い教養と豊かな現実感覚（国際性）を備え、社会

科学のさまざまな専門知識を駆使して現代社会の諸問題の解決に取り組み、人々の幸福や

発展に寄与できる人物を育成します。世界のなかでの自らの役割と可能性を常に意識しな

がら、新しい時代の創造に向けて、主体的に行動することができる人物に学位を授与しま

す。  
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○国際コミュニケーション学科 

国際コミュニケーション学科は、世界と日本に関する幅広い知識と高度な外国語運用能力

を身につけて、異なる価値観や習慣を持つ人々が、協調しながら暮らせる多文化共生社会

に積極的に関与できる人材を育成します。そのために、グローバル・スタディーズ、国際

日本研究、異文化理解、英語関連の４領域を専門の柱に置き、それらをバランスよく学ぶ

ことを教育の目標とします。また、日本および国際社会の一員として、他者を思いやり、

社会のために正しい行動を取ることができる人物を育成します。これらの目標を満たし、

具体的資質を身につけた人物に対し学位を授与します。 

 

＜人間社会学部＞ 

○総合心理学科 

総合心理学科は、人間の心理に対する科学的で実践的な専門知識・技術の力に基づいて社

会に参加し、創造的に活動する人を育てます。特に、自己理解と多様な他者の理解に基づ

く協働的なコミュニケーションができる人間形成を重視します。そのうえで、社会の多様

な分野で活躍・貢献する意欲・能力を併せ持つ人に学位を授与します。 

 

○子ども教育学科 

子ども教育学科では、未来の社会を担う子どもたちのより良い育ちを保障する保育・教育

について多面的に考える能力を持ち、乳幼児の育ちを基礎とした将来的な子どもの育ちを

支える専門性を有し、深い子ども理解と確かな実践力を持って社会に貢献する人に学位を

授与します。 

 

○国際学科 

国際学科は、多様化する国際社会の構造と実態を理解するとともに、さまざまなバックグ

ラウンドを持つ人々との共生と協働を念頭に、誰一人取り残さない社会を築くために主体

的に行動できる人を育成します。日本および国際社会の一員として、他者を思いやり、多

様な価値観や習慣を持つ人々との共生社会の創造に向けて、主体的に行動を取ることがで

きる人に学位を授与します。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 公表方法： 

https://www.toyoeiwa.ac.jp/daigaku/about/housin/ 

（概要）東洋英和女学院大学は、敬神奉仕の理念のもと、現代社会のしくみと現代を生き

る人間とその支え合いの実態を総合的に学ぶためのカリキュラムを以下のように編成しま

す。 

1.本学のカリキュラムは、専門的知見を修得しながら広く隣接領域を見通していくことの

できる人を育成するため、全学を通して学ぶ共通の科目と学科ごとに定められた専門科目

により、段階的、体系的に構成されています。 

2.全学を通して学ぶ共通の科目としては、学科の専門科目を探究するための基盤と知性、

論理的な思考力を養えるよう、幅広い分野の科目を提供します。 

3.学科ごとに定められた専門科目としては、専門的知見を修得し、実践するための科目を

提供します。 

入学者の受入れに関する方針 公表方法： 

https://www.toyoeiwa.ac.jp/daigaku/about/housin/ 

（概要） 

東洋英和女学院大学は、入学者として、以下の能力を持つ人を求めています。 

１．時代にふさわしい社会性と国際性を身につけたいと考えている人。 

２．深い専門性と幅広い教養を身につけ、豊かな人間性を育みたいと考えている人。 

３．基礎学力だけでなく、目的意識、積極性、コミュニケーション能力も重視し、豊かな 

個性と多彩な能力を身につけたいと考えている人。 
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②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：https://www.toyoeiwa.ac.jp/daigaku/about/jyoho/index.html 

     https://www.toyoeiwa.ac.jp/daigaku/about/data/soshikizu.pdf 
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③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1 人

人間社会学部 － 25 人 17 人 9 人 0 人 0 人 51 人

 － 人 人 人 人 人 人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

0 人 96 人 96 人

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公 表 方 法 ：

https://passport.toyoeiwa.ac.jp/kg/japanese/index.html 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

人間科学部 0 人 0 人 ％ 660 人 365 人 55.3％ 0 人 0 人

国際社会学部 0 人 0 人 ％ 600 人 225 人 37.5％ 0 人 0 人

人間社会学部 280 人 186 人 66.4％ 280 人 186 人 66.4％ 0 人 0 人

合計 280 人 186 人 66.4％ 1540 人 776 人 50.4％ 0 人 0 人

（備考） 

 

 

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

人間科学部 
149 人

（100％）

7 人

（  4.7％）

123 人

（  82.6％）

19 人

（  12.8％）

国際社会学部 
144 人

（100％）

1 人

（  0.7％）

130 人

（  90.3％）

13 人

（  9.0％）

合計 
293 人

（100％）

8 人

（  2.7％）

253 人

（  86.3％）

32 人

（  10.9％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 
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c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

合計 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

前年度 12 月を目処に教務部長名で各科目担当教員へシラバスの登録について依頼文及び登録

上の注意事項、マニュアルを添付し配付している。各教員は一定期間内にインターネット上に

準備された環境よりシラバスの入力を実施し、入力完了後、教務系職員にて記載内容の確認

後、3 月中旬を目処に「e-pass」と呼ばれる大学のポータルサイトより公開している。シラバ

スは在学生のみならず、学外者も閲覧が可能である。 

「e-pass」URL https://unipa.toyoeiwa.ac.jp 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

シラバスにて公開されている各科目の「到達目標（この授業を通して、学生がどのような知識・

能力を習得できるか）」・「成績評価の方法・基準（到達目標に対する達成度をどのように測

るのか）」に従い評価を行う、評価については、個々の担当教員の裁量に依存しないよう、教

務委員会にて検討されたガイドラインを遵守し評価を行うよう求めている。また、毎年、前期

終了時、後期終了時には修得単位数が一定の基準に達していない学生を対象に面談を実施、学

修意欲や修学上の問題など個別に対応を行っている。 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

人間科学部 

人間科学科 124 単位 有・無 単位

保育子ども学科 124 単位 有・無 単位

国際社会学部 

国際社会学科 
124 単位 有・無 単位

国際コミュニケー

ション学科 
124 単位 有・無 単位

人間社会学部 

総合心理学科 124 単位 有・無 単位

子ども教育学科 124 単位 有・無 単位

国際学科 124 単位 有・無 単位

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）
公表方法： 
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⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.toyoeiwa.ac.jp/daigaku/shisetsu/campus.html 
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⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
 授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

人間科学

部 

人間科学

科 

2 年生 695,000 円 200,000 円

500,000 円

その他内訳：施設設備資金

250,000 円、教育充実費

150,000 円、休学中の在籍料

100,000 円 

 

3-4 年生 670,000 円 300,000 円

保育子ど

も学科 

2 年生 695,000 円 200,000 円

500,000 円

その他内訳：施設設備資金

250,000 円、教育充実費

150,000 円、休学中の在籍料

100,000 円 

 

3-4 年生 670,000 円 300,000 円

国際社会

学部 

国際社会

学科 

2 年生 695,000 円 200,000 円

500,000 円

その他内訳：施設設備資金

250,000 円、教育充実費

150,000 円、休学中の在籍料

100,000 円 

3-4 年生 

670,000 円 300,000 円

国際コミ

ュニケー

ション学

科 

2 年生 695,000 円 200,000 円

500,000 円

その他内訳：施設設備資金

250,000 円、教育充実費

150,000 円、休学中の在籍料

100,000 円 

3-4 年生 

670,000 円 300,000 円

人間社会

学部 

総合心理

学科 

 

新入生 

695,000 円  200,000 円

500,000 円

その他内訳：施設設備資金

250,000 円、教育充実費

150,000 円、休学中の在籍料

100,000 円 

子ども教

育学科 

 

新入生 

695,000 円 200,000 円

500,000 円

その他内訳：施設設備資金

250,000 円、教育充実費

150,000 円、休学中の在籍料

100,000 円 

 

国際学科 

 

新入生 

695,000 円 200,000 円

500,000 円

その他内訳：施設設備資金

250,000 円、教育充実費

150,000 円、休学中の在籍料

100,000 円 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、複合的に学生を支える仕組みを以下のとおり整えている。 

１．アドバイザー制 

各学年のゼミ（演習）担当教員（原則として本学専任の教員）がアドバイザーとなり、履修

と学習に関するさまざまな問題について指導・助言を受けることができ、授業時以外にも各

教員がオフィスアワーを設定し、研究室にて相談を受ける時間を設けている。 

 

２．学習サポート 

学習サポートセンターでは、「大学での学び方」や、就職活動で求められる「基礎学力」

「一般常識」を充実させるための自学自習、卒業後に役立つ実務的能力を養うための自己啓

発や学びをサポートしている。 

 

■基礎学力の強化 

・推薦入学試験等による入学予定者を対象とした入学前教育を実施。 

・「大学での学び」に必要な「ノートの取り方」等をはじめ、基本的な勉強方法を提示し、 

学びをサポートしている。 

・スタディコンサルタント(数学・英語・日本語表現)が常駐し個別指導を実施。 
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・いくつかの授業と連携し、個別指導やゼミ単位での指導を実施。 

 

■キャリアサポート 

・学内で受検可能な検定試験及び対策講座として、TOEIC□IP テスト、秘書検定、ニュース検

定等の実施及び対策講座の企画運営。 

・適性試験(言語・非言語)対策講座及びスタディコンサルタントによる個別指導の実施。 

・学生達が、積極的・意欲的に大学生活を送り学修習慣を付けるため、年 4 回のリーダーシ

ップ研修を企画運営。 

 

■その他 

・各種検定試験の過去問配布。 

・学生の個性に寄り添い心地良い居場所を提供すると共に、学びと生活をサポートしてい

る。 

・英会話、リスニング、大学院入試の英語過去問対策のサポート。 

・公務員試験対策のサポート。 

 

３．資格取得支援 

教職・実習センターでは、実習指導講師と職員が常駐し、実習に関する情報提供、実習関連

授業に関するサポートを行うとともに、教育実習や保育実習などに関する質問や相談に応じ

る。 

 

４．経済的支援 

家庭の経済的事情で修学が困難な学生に対し、学問の奨励と勉学の機会均等を図ることを主

旨とし、以下の奨学金制度を取り扱う。 

・かえで給費奨学金 

・日本学生支援機構奨学金 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生が自身の人生やキャリアを主体的に考え、自ら切り拓く力を身につけるために「ライフ

デザイン科目群」をカリキュラムとして整備。1 年次から段階的にライフデザインやキャリ

アデザインの知識を修得できる体制を整えている。また、キャリアセンターでは、就職活動

に関する講座の開催や個別相談を通じて、多角的に学生の就職活動支援を実施。さらに、ゼ

ミ担当教員や学内各部署とも連携し、各学年に応じた段階的なサポートを行うことで学生の

成長に途切れなく寄り添う体制を構築している。 

 

【充実の就職支援講座】 

○就職活動の流れや準備に関する就職ガイダンス 

○業界研究講座 

○筆記試験対策講座 

○自己分析講座 

○エントリーシート書き方講座 

○ビジネスマナー・リクルートメイク講座 

○面接・グループディスカッション講座 

○OG 就職活動体験報告会 

 

【きめ細かい支援体制】 

○希望進路と準備状況について確認する全員面談  

○個別相談や模擬面接 

○履歴書・エントリーシートの添削 

○求人票・企業説明会などの情報提供 

○OG 訪問情報の提供 

- 15 -



 

○先輩の採用試験情報の提供 

 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要）学生が心身ともに健康で充実した大学生活を送れるよう「健康相談室」「学生相談

室」「ハラスメント防止対策委員会」を設置し、学生として、また女性として活き活きとし

た生活を送れるように支援を行う。 

・健康相談室（保健師による健康相談、健康教育、応急処置、学校医による面談等） 

・学生相談室（臨床心理士・公認心理師によるカウンセリング等） 

・ハラスメント防止対策委員会（ハラスメント相談員による相談対応等） 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.toyoeiwa.ac.jp/daigaku/about/jyoho/index.html 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

165人（　82）人

後半期

165人（　82　）人

45人

11人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

東洋英和女学院大学

学校法人東洋英和女学院

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生（内数）

※家計急変による者を除く。
158 人（  77  ）人

46人第Ⅰ区分

学校コード（13桁） F114310104829

（備考）

24人 21人

内
訳

第Ⅲ区分 19人 17人

（うち多子世帯） （　　　　11人） （　　　　　　―人）

（うち多子世帯） （　　　　　―人） （　　　　　　―人）

第Ⅱ区分

14人第Ⅳ区分（多子世帯）

（うち多子世帯） （　　　　　―人） （　　　　　　―人）

　―人 15人

区分外（多子世帯） 50人 56人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

0人（　　　0）人

165人（　82）人
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年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良であ
ることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、高
等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２年以
下のものに限る。）

0人 人 人

　―人 人 人

人 人

0人 人 人

退学 0人

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受けた
者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消し
を受けた者の数

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確定

修得単位数が「廃止」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の
単位時間数が廃止の基準に該当）

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意欲
が著しく低い状況

　―人 人 人

0人 人 人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたことに
より認定の取消しを受けた者の数

計

0人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取消
しを受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

右以外の大学等

後半期

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間
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※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ 　―人 人 人

計 23人 人 人

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意欲
が低い状況

0人 人 人

（備考）

修得単位数が「警告」の基準に該当 0人 人 人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 23人 人 人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停止
を受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を受
けた者の数
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